
大
阪
市
廃
止
「
住
民
投
票
」
問
う

印
　
関
西
テ
レ
ビ

四
　
討
論
番
組

ぐ日
　
大
阪
市
を
廃
止
し
四
つ

作
」
の
特
別
区
に
分
割
す
る

四
「
大
阪
都
」
構
想
の
住
民

年
投
票
（
‥
‥
‥
一
月
１
日
投
票
）

２ ０
を
め
ぐ
る
討
論
番
組
が
８

０
日
夕
、
関
西
テ
レ
ビ
「
報

２
道
ラ
ン
ナ
ー
」
で
生
放
送

　
さ
れ
、
日
本
共
産
党
、
大

　
阪
維
新
の
会
、
自
民
党
、

　
公
明
党
の
代
表
者
が
議
論

　
し
ま
し
た
。

四
　
大
阪
市
廃
止
に
よ
り
住

心
民
サ
ー
ビ
ス
が
切
り
下
げ

い
ら
れ
る
危
険
や
ヽ
特
別
区

　
の
財
政
が
成
り
立
つ
の
か

　
が
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
日
本
共
産
党
の
山
中
智

　
子
大
阪
市
議
団
長
は
、
特

　
別
区
の
財
源
や
権
限
は
政

住民サービス低下必至

財源も権限も現状以下

山
中
茫
匹
が
主
張

令
市
・
大
阪
市
よ
り
大
き
　
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

く
落
ち
、
特
別
区
設
置
の
　
公
明
党
の
土
岐
恭
生
府
本

た
め
に
多
額
の
初
期
費
用
　
部
幹
事
長
は
「
住
民
サ
ー

が
か
か
る
と
し
、
「
特
別
　
ピ
ス
は
維
持
す
る
」
と
強

区
は
今
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
　
弁
し
失
笑
を
買
い
ま
し

を
維
持
で
き
な
い
」
と
指
た
。

摘
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
特
別
区
の
財
政
を
め
ぐ

　
維
新
の
松
井
一
郎
代
表
　
り
大
阪
府
市
に
よ
る
試
算

（
大
阪
市
長
）
は
、
「
５
年
　
（
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

前
（
の
住
民
投
票
）
は
デ
　
ン
）
で
、
大
阪
メ
ト
ロ
か

マ
で
反
対
が
多
か
っ
た
」
　
ら
の
税
収
や
配
当
が
大
幅

と
主
張
し
、
「
『
都
』
構
想
　
増
す
る
こ
と
を
前
提
に

で
い
き
な
り
水
道
料
金
や
　
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

公
営
住
宅
が
値
上
げ
と
　
大
の
影
響
で
6
2
億
円
も
の

か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
　
赤
字
（
４
～
６
月
期
）
に

な
い
」
と
強
弁
。
山
中
氏
　
陥
っ
た
点
を
反
映
し
て
い

は
「
生
活
に
影
響
が
出
る
　
な
い
問
題
が
浮
き
彫
り
に

の
は
決
し
て
デ
マ
で
は
な
　
な
り
ま
し
た
。

は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪

日
外
国
人
旅
行
）
が
好
調

だ
っ
た
２
０
１
９
年
の
大

阪
メ
ト
ロ
の
「
中
期
経
営

計
画
」
に
も
と
づ
い
た
数

字
だ
と
述
べ
「
一
企
業
に

依
存
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
、
唯
一
の
財
政
が

成
り
立
つ
根
拠
に
し
て
い

る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
松
井
氏
は
、
算
入
し
た

メ
ト
ロ
の
税
収
・
配
当
は

2
5
年
以
降
の
も
の
だ
と
し

　
「
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば

十
分
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
成
り
立
つ
」
と
強
弁
。

同
番
組
デ
ス
ク
の
神
崎
博

氏
が
、
在
宅
勤
務
の
普
及

な
ど
で
今
後
も
利
用
客
が

減
る
可
能
性
を
挙
げ
「
３

段
階
く
ら
い
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
よ
い

の
で
は
」
と
問
う
て
も
、

松
井
氏
は
、
今
の
試
算
で

　
「
全
然
問
題
な
い
」
と
取

り
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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